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哲
学
の
諸
学
説
の
間
に
生
ず
る
対
立
の
中
に
は
、
分
野
を
横
断
し
て
み
ら
れ
る
普
遍
的
か
つ
一
般
的
な
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
の
対
立
は
、

複
数
の
理
論
を
包
括
す
る
二
大
陣
営
の
対
立
と
し
て
現
わ
れ
る
。
実
在
論
と
反
実
在
論
（
観
念
論
、
実
証
主
義
な
ど
）、
認
知
主
義
と
非
認
知
主
義
、

普
遍
主
義
と
相
対
主
義
（
文
脈
主
義
）、
原
子
論
と
全
体
論
（
多
元
論
と
一
元
論
）、
還
元
主
義
と
反
還
元
主
義
、
合
理
主
義
と
経
験
主
義
、
本
質

主
義
と
反
本
質
主
義
、
内
在
主
義
と
外
在
主
義
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
対
立
軸
の
う
ち
、
最
も
大
き
な
、
高
階
レ
ベ
ル
で
の
区
別
を
形
成
す
る
の
は
、
諸
理
論
を
営
む
行
為
の
本
性
を
語
用
論
的
に
分
割
す

る
認
知
主
義
・
非
認
知
主
義
の
対
比
だ
ろ
う
。
こ
の
根
本
的
な
対
立
陣
営
の
ど
ち
ら
に
属
す
る
か
は
、
他
の
対
立
軸
で
の
立
場
を
相
当
程
度
決
定

す
る
傾
向
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
あ
る
論
題
に
お
い
て
非
認
知
主
義
者
で
あ
る
論
者
が
当
該
論
題
に
お
い
て
反
本
質
主
義
者
で
あ
る
こ
と
、
反
実

在
論
者
で
も
あ
る
だ
ろ
う
こ
と
、
相
対
主
義
者
で
も
あ
る
だ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
る
。

　
互
い
に
連
動
す
る
対
立
軸
は
他
に
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
原
子
論
と
全
体
論
、
還
元
主
義
と
反
還
元
主
義
と
い
う
二
種
の
区
別
は
、
前
者
が
存

在
論
的
区
別
、
後
者
が
方
法
論
的
な
区
別
と
い
う
全
く
異
な
る
座
標
軸
に
沿
っ
た
区
別
で
は
あ
る
が
、
原
子
論
的
世
界
観
を
支
持
す
る
者
は
還
元

主
義
的
探
究
を
要
求
し
、
全
体
論
的
世
界
観
を
奉
ず
る
者
は
反
還
元
主
義
的
探
究
を
採
用
す
る
傾
向
が
強
い
こ
と
は
当
然
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

実
在
論
と
観
念
論
、
普
遍
主
義
と
相
対
主
義
と
い
う
二
種
の
対
立
に
お
い
て
も
、
実
在
論
的
な
諸
理
論
が
普
遍
主
義
的
傾
向
を
帯
び
、
観
念
論
的

折
衷
主
義
の
諸
類
型
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諸
理
論
が
相
対
主
義
的
に
な
り
や
す
い
の
も
当
然
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
原
子
論
と
全
体
論
、
内
在
主
義
と
外
在
主
義
と
い
う
二
種
の
対
立
に
お

い
て
は
、
原
子
論
と
内
在
主
義
、
全
体
論
と
外
在
主
義
が
結
び
つ
く
傾
向
が
強
い
。

　
い
ず
れ
の
場
合
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
は
、
そ
う
し
た
立
場
間
の
相
関
関
係
は
、
各
立
場
か
ら
の
論
理
的
帰
結
で
は
な
く
、
自
然
的
事
実
に

す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
相
対
主
義
的
実
在
論
が
成
り
立
ち
え
な
い
わ
け
で
は
な
い
し
、
全
体
論
を
支
持
す
る
還
元
主
義
的
内
在
主
義
者

が
無
条
件
で
矛
盾
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
認
知
主
義
者
が
反
本
質
主
義
を
採
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
む
し
ろ
あ
り
ふ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
相
関
関
係
の
程
度
は
論
題
に
よ
っ
て
変
わ
る
。
認
知
主
義
と
非
認
知
主
義
の
対
立
に
他
の
対
立
に
お
け
る
立
場
が
依
存
す
る
度
合
い
は
、

倫
理
学
に
お
け
る
場
合
と
美
学
に
お
け
る
場
合
と
で
は
異
な
る
だ
ろ
う
。
美
学
の
内
部
で
も
、
美
的
経
験
の
研
究
と
芸
術
定
義
の
研
究
と
で
は
、

や
は
り
対
立
に
お
け
る
立
場
同
士
の
依
存
度
が
異
な
る
に
違
い
な
い
。

　
そ
し
て
最
も
重
要
な
の
は
、
対
立
軸
の
ど
こ
に
位
置
す
る
か
が
明
確
で
な
い
理
論
も
多
数
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ど
の
分
野
に
お
い
て
も
、

き
わ
め
て
多
数
の
学
者
が
、
何
ら
か
の
折
衷
的
立
場
を
支
持
す
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
中
庸
に
真
理
が
あ
る
と
い
う
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

的
立
場
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
ま
で
も
な
く
、
印
象
の
う
え
で
最
も
強
い
説
得
力
を
帯
び
る
の
は
、
両
極
端
の
立
場
を
何
ら
か
の
仕
方
で
調
停
し
た
折

衷
主
義
的
な
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。
し
か
し
折
衷
主
義
と
い
う
言
葉
で
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
折
衷
が
意
味
さ
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
意
味
さ

れ
得
る
の
だ
ろ
う
か
。
折
衷
の
パ
タ
ー
ン
を
整
理
し
、
い
か
な
る
折
衷
主
義
が
実
践
的
に
有
効
で
あ
る
か
を
調
べ
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

1
　
折
衷
主
義
の
基
本
類
型

　
あ
る
概
念
、
た
と
え
ば
真
理
、
知
識
、
善
、
行
為
、
意
図
、
美
、
芸
術
な
ど
の
基
本
概
念
を
「
定
義
」
す
る
場
面
を
考
え
よ
う
。
こ
こ
で
概
念

の
定
義
と
は
、
当
該
概
念
の
必
要
十
分
条
件
を
特
定
す
る
こ
と
、
と
定
義
し
て
お
こ
う
。
定
義
の
定
義
は
循
環
的
な
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
と
な
る

が
、
こ
こ
で
は
、
定
義
論
の
詳
細
に
入
り
込
む
こ
と
は
し
な
い
。「
必
要
十
分
条
件
の
特
定
」
と
い
う
記
述
は
、
定
義
が
満
た
す
必
要
十
分
条
件
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で
は
な
く
単
な
る
必
要
条
件
に
と
ど
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
正
し
い
定
義
」
の
あ
り
方
で
は
な
く
「
定
義
の
折
衷
」
の
あ
り
方
を

分
析
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
く
。
よ
っ
て
、
各
々
の
立
場
で
の
定
義
の
内
容
は
さ
し
あ
た
り
問
わ
ず
、
簡
略
な
命
題N

x

、G
x

で
表
わ
す
こ
と
に

す
る
。
こ
こ
で
は
内
在
主
義
と
外
在
主
義
を
と
り
、
x
の
不
特
定
の
内
在
主
義
的
な
定
義
をN

x

、
不
特
定
の
外
在
主
義
的
な
定
義
をG

x

で
表

わ
す
こ
と
に
し
よ
う
。

　
芸
術
定
義
論
の
中
か
ら
そ
の
両
極
の
各
々
最
も
単
純
な
例
を
見
て
お
こ
う
。N

x

の
代
表
は
、
ク
ラ
イ
ブ
・
ベ
ル
の
形
式
主
義
的
定
義
で
あ
る
。

芸
術
作
品
に
不
可
欠
な
共
有
性
質
は
、
美
的
情
緒
を
刺
激
す
る
「
意
義
深
い
形
式significant form

」
で
あ
る
。
（B

ell, 1914, ch. I, sec. I

）

　
ベ
ル
は
「
美
的
情
緒
」
を
狭
く
解
釈
し
、
た
と
え
ば
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
パ
ウ
エ
ル
・
フ
リ
ス
『
鉄
道
の
駅
』（
一
八
六
二
年
）
の
よ
う
な
有
名
な

絵
画
に
つ
い
て
、
記
述
的
・
報
告
的
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
理
由
で
芸
術
と
は
認
め
な
い
と
い
う
態
度
を
と
っ
た
。
極
端
な
内
在
主
義
者
で
あ
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

　G
x

の
典
型
例
と
し
て
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
デ
ィ
ッ
キ
ー
に
よ
る
最
初
の
制
度
主
義
的
定
式
化
を
挙
げ
よ
う
。

記
述
的
意
味
で
の
芸
術
作
品
と
は
、
社
会
あ
る
い
は
そ
の
下
位
グ
ル
ー
プ
が
鑑
賞
の
候
補
と
い
う
地
位
を
授
与
し
た
人
工
物
で
あ
る
。
（D

ickie, 

1969, p.254, 1971, p.101

）

　
デ
ィ
ッ
キ
ー
は
「
鑑
賞
」
と
い
う
語
か
ら
「
美
的
」
と
い
う
含
み
を
除
去
し
、「
対
象
の
関
連
諸
側
面
へ
の
注
意
の
集
中
」
と
い
う
意
味
合
い

だ
け
を
認
め
た
の
で
（D

ickie, 1964

）、
こ
の
定
義
は
純
粋
な
外
在
主
義
的
定
義
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

　
折
衷
主
義
的
な
立
場
は
、
こ
の
両
極
端
の
特
徴
づ
け
の
妥
協
を
模
索
す
る
わ
け
だ
が
、
第
一
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
中
間
的
な
単
語
を
採
用
す
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る
方
法
で
あ
る
。N

x

で
採
用
さ
れ
て
い
る
「
美
的
」
あ
る
い
は
そ
の
類
義
語
で
あ
る
内
在
的
述
語
、G

x

で
採
用
さ
れ
て
い
る
「
社
会
」
あ
る
い

は
そ
の
類
義
語
で
あ
る
外
在
的
述
語
、
こ
の
2
つ
を
融
合
さ
せ
た
意
味
を
持
つ
単
語
を
定
義
項
に
採
用
す
る
の
だ
。
し
か
し
極
度
に
反
還
元
主
義

的
立
場
を
採
ら
な
い
限
り
、
内
在
的
述
語
と
外
在
的
述
語
を
崩
さ
ず
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
中
間
的
立
場
に
至
る
方
法
の
方
が
容
易
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
次
に
、
N
と
G
と
x
を
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
て
折
衷
主
義
的
理
論
が
生
成
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
構
造
論
的
な
問
題
に
注
意
を
集
中

す
る
こ
と
に
す
る
。

　
真
っ
先
に
思
い
つ
か
れ
る
の
は
、
単
純
に
論
理
結
合
子
で
結
び
つ
け
る
生
成
法
だ
ろ
う
。
形
式
的
に
は
、
次
の
四
通
り
が
あ
る
。

　

N
x
∨

G
x

N
x
＆

G
x

N
x

→G
x

G
x

→N
x

　
こ
こ
で
、
選
言
、
連
言
、
条
件
の
三
つ
の
結
合
子
は
、
真
理
関
数
で
あ
る
必
要
は
な
い
が
、
選
言
と
連
言
が
非
真
理
関
数
的
意
味
を
持
た
ね
ば

な
ら
な
い
理
由
は
な
い
。
対
し
て
条
件
の
二
パ
タ
ー
ン
は
、
真
理
関
数
と
し
て
の
実
質
含
意
だ
と
し
た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
～N

x
∨

G
x

、
～G

x
∨

N
x

に
変
換
で
き
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
れ
は
選
言
的
定
義
の
一
種
で
あ
る
。「
N
で
な
い
x
」
は
「
内
在
性
質
N
を
持
た
な
い
x
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
か
ら
、
否
定
的
な
形
で
は
あ
れ
内
在
性
質
に
よ
る
特
徴
づ
け
と
な
っ
て
お
り
、N

x

→G
x

が
内
在
主
義
的
定
義
と
外
在
主
義
的
定
義
と

の
選
言
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
な
い
。「
G
で
な
い
x
」
に
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。G

x

→N
x

は
外
在
主
義
的
定
義
と
内
在
主
義
的
定
義
と

の
選
言
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
折
衷
主
義
的
定
義
は
連
言
的
、
選
言
的
の
二
種
類
の
み
に
還
元
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
非
真
理
関
数
的
な
条
件
命
題
に
よ
る
定
義
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は
例
外
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
考
察
す
る
。
こ
こ
で
は
、
形
式
的
に
選
言
命
題
で
あ
り
な
が
ら
複
雑
な
折
衷
法
を
採
る
立
場

を
検
討
し
よ
う
。
具
体
的
に
は
、
ク
ラ
ス
タ
ー
説
と
呼
ば
れ
る
、
内
在
性
質
ま
た
は
外
在
性
質
の
特
定
を
開
放
的
に
し
て
お
く
選
言
的
定
義
の
亜

種
の
こ
と
で
あ
る
。
ク
ラ
ス
タ
ー
説
は
次
の
よ
う
な
形
で
定
式
化
さ
れ
る
。

A
1x

∨
A

2x
∨

A
3x

∨

・
・
・∨

A
nx

た
だ
しA

ix

はB
1x

＆
B

2x
＆

B
3x

＆

・
・
・
の
形
式
を
と
る
。

　
す
な
わ
ち
、
連
言
命
題
の
選
言
に
よ
っ
て
定
義
が
な
さ
れ
る
の
だ
が
、
各
々
の
選
言
肢
を
構
成
す
る
連
言
命
題
の
連
言
肢
の
述
語B

i

の
メ
ン
バ
ー

が
決
ま
っ
て
い
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
通
常
の
選
言
的
定
義
と
形
式
的
に
は
変
わ
ら
な
い
。
対
し
て
、
ク
ラ
ス
タ
ー
説
の
発
想
源
で
あ
る
家
族
的

類
似
の
理
念
に
従
っ
てB

i

の
メ
ン
バ
ー
が
不
定
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
（G

aut, 2000

）
、
そ
の
変
化
に
よ
っ
てA

i

の
メ
ン
バ
ー
も
変
わ
る
こ
と

に
な
り
、
選
言
命
題
が
一
つ
の
命
題
に
定
ま
ら
な
く
な
る
。
後
者
の
場
合
は
、
ク
ラ
ス
タ
ー
説
は
定
義
で
は
な
く
、
単
な
る
「
特
徴
づ
け
」
と
な

る
だ
ろ
う
。

　B
i

の
メ
ン
バ
ー
が
確
定
し
て
い
る
と
決
め
た
場
合
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
実
際
の
ク
ラ
ス
タ
ー
的
説
明
は
、
美
学
、
倫
理
学
、
言
語
哲
学
な
ど

い
か
な
る
分
野
に
お
い
て
も
、A

1x
∨

A
2x

∨
A

3x
∨

・
・
・∨

A
nx

が
当
該
概
念
の
必
要
十
分
条
件
で
は
な
く
、
単
な
る
十
分
条
件
で
あ
る

と
し
て
提
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
（D

utton, 2006

）。
こ
れ
も
家
族
的
類
似
の
理
念
に
沿
っ
た
定
式
化
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
も
当
然
、
ク
ラ
ス
タ
ー

説
は
当
該
概
念
の
「
定
義
」
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
こ
う
し
て
見
る
と
、
ク
ラ
ス
タ
ー
説
は
、
定
義
と
し
て
成
立
し
な
い
か
、
選
言
的
定
義
で
あ
る
か
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
定
義
と
し
て

成
立
す
る
場
合
に
は
ク
ラ
ス
タ
ー
説
は
確
か
に
形
式
的
に
選
言
的
定
義
で
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
単
な
るN

x
∨

G
x

や
～N

x
∨

G
x

、
～G

x

∨
N

x

と
は
異
な
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
す
で
に
見
た
三
通
り
の
選
言
的
定
義
で
は
、
各
々
の
選
言
肢
が
純
粋
な
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内
在
主
義
的
命
題
か
外
在
主
義
的
命
題
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ク
ラ
ス
タ
ー
的
定
義
の
場
合
、
各
々
の
選
言
肢
が
複
数
の
命

題
の
連
言
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
複
数
命
題
の
中
に
内
在
主
義
的
命
題
と
外
在
主
義
的
命
題
が
混
在
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、

内
在
主
義
的
命
題
と
外
在
主
義
的
命
題
を
単
純
に
選
言
で
結
び
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
個
々
の
選
言
肢
が
内
在
性
質
と
外
在
性
質
に
よ
る
共
同
の

特
徴
づ
け
で
あ
る
よ
う
な
、「
全
体
的
に
内
在
性
と
外
在
性
が
混
ざ
り
合
っ
た
」
定
義
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
連
言
に
よ
る
折
衷
主
義
的
定
義
は
、
ク
ラ
ス
タ
ー
的
定
義
の
中
の
純
粋
形
と
言
う
べ
き
特
殊
例
と
し
て
包
摂
さ
れ
る

べ
き
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
一
つ
の
選
言
肢
か
ら
成
る
ク
ラ
ス
タ
ー
的
定
義
と
見
な
せ
る
か
ら
だ
。
同
様
に
、
選
言
に
よ
る
折
衷
主
義
的
定
義
も
、

ク
ラ
ス
タ
ー
的
定
義
の
特
殊
例
と
し
て
包
摂
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
選
言
肢
の
各
々
が
純
粋
な
内
在
主
義
的
命
題
と
外
在
主
義
的
命
題
で
あ
る
よ

う
な
ク
ラ
ス
タ
ー
的
定
義
と
見
な
せ
る
か
ら
だ
。
内
在
主
義
的
命
題
と
外
在
主
義
的
命
題
の
選
言
に
還
元
で
き
る
条
件
的
定
義
の
場
合
も
同
様
で

あ
る
。
選
言
肢
の
一
方
が
否
定
命
題
で
あ
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
だ
け
だ
か
ら
だ
。

　
た
だ
し
正
確
に
言
う
と
、
～N

x

と
～G

x
は
、
そ
れ
ぞ
れ
内
在
主
義
的
命
題
、
外
在
主
義
的
命
題
で
あ
る
に
し
て
も
、
「
単
純
命
題
」
で
は
な

い
。
否
定
演
算
子
が
か
か
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
否
定
演
算
子
か
ら
文
演
算
子
一
般
に
拡
張
し
て
考
え
る
と
、
別
の
形
の
折
衷
主
義
的
定
義
の

可
能
性
が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
具
体
的
に
は
、
内
在
主
義
的
命
題
に
外
在
主
義
的
演
算
子
を
か
ぶ
せ
る
も
の
、
外
在
主
義
的
命
題
に
内
在
主
義

的
演
算
子
を
か
ぶ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

G

（N
x

）

N

（G
x

）

　
芸
術
定
義
論
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
例
を
考
え
て
み
よ
う
。
内
容
を
具
体
的
に
特
定
し
た
定
義
の
例
は
あ
と
で
ま
と
め
て
見
る
と
し
て
、

ま
ず
形
式
的
な
解
釈
を
確
認
し
て
お
く
。G

（N
x

）
と
し
て
は
、
美
的
性
質
に
よ
っ
て
x
を
特
徴
づ
け
て
か
ら
、
そ
のN

x

を
社
会
的
に
認
め
る
、
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あ
る
い
は
も
っ
と
狭
い
範
囲
で
は
、
制
作
者
がN

x

に
意
図
な
ど
の
志
向
的
態
度
を
向
け
る
、
と
い
っ
た
形
で
関
係
的
性
質
を
か
ぶ
せ
る
よ
う
な

定
義
が
挙
げ
ら
れ
る
。N

（G
x

）
と
し
て
は
、
ア
ー
ト
ワ
ー
ル
ド
で
x
に
特
定
の
役
割
が
認
定
さ
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
な
関
係
的
背
景
が
、
x
の

知
覚
的
性
質
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
よ
う
な
定
義
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
こ
こ
ま
で
で
得
ら
れ
た
折
衷
主
義
の
基
本
パ
タ
ー
ン
は
、
三
種
類
で
あ
る
。
連
言
的
定
義
と
選
言
的
定
義
を
特
殊
例
と
し
て
含
む
ク
ラ
ス
タ
ー

的
定
義
、G

（N
x

）
と
い
う
形
の
内
在
主
義
的
外
在
主
義
の
定
義
、N

（G
x

）
と
い
う
形
の
外
在
主
義
的
内
在
主
義
の
定
義
で
あ
る
。
こ
の
三
種

類
は
、
折
衷
主
義
と
言
わ
れ
て
真
っ
先
に
思
い
つ
か
れ
る
素
朴
な
連
言
命
題
と
選
言
命
題
を
設
定
す
る
と
こ
ろ
か
ら
自
動
的
に
導
き
出
さ
れ
た
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
こ
れ
ら
以
外
の
折
衷
主
義
の
異
型
は
存
在
す
る
だ
ろ
う
か
。

　G

（N
x

）、N

（G
x

）
と
い
う
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
持
つ
高
階
の
述
定
と
、
素
朴
な
連
言
主
義
と
を
併
用
す
る
こ
と
で
、
別
の
種
類
の
折
衷
主

義
的
定
義
が
構
成
で
き
よ
う
。G

（N
x

）
はN

x

全
体
に
G
を
述
定
し
て
い
る
が
、
G
の
み
に
N
を
述
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
N
と
G
を
入
れ

替
え
て
も
も
ち
ろ
ん
同
様
の
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
次
の
二
種
類
の
パ
タ
ー
ン
が
新
た
に
得
ら
れ
る
。

N
x
＆

G
N

G
x
＆

N
G

　G

（N
x

）
とN

x
＆

G
N

は
と
も
に
、
x
の
特
徴
づ
け
と
し
て
N
を
適
用
し
て
か
らG

を
適
用
す
る
形
を
し
て
い
る
が
、
論
理
構
造
は
異
な
る
。

前
者
で
は
、N
x

な
る
x
の
う
ち
、
さ
ら
に
そ
の
適
合
が
G
で
制
約
さ
れ
る
も
の
へ
と
x
を
絞
り
込
ん
で
い
る
。
対
し
て
後
者
で
は
、N

x

な
る
N

の
う
ち
、
さ
ら
に
そ
の
適
合
が
G
で
制
約
さ
れ
る
も
の
へ
と
N
を
絞
り
込
ん
で
い
る
。
よ
り
正
確
に
述
べ
る
と
、
後
者
に
お
い
て
は
、
G
が
当
て

は
ま
る
よ
う
な
N
に
よ
っ
て
当
該
概
念
が
定
義
さ
れ
る
。
前
者
に
お
い
て
x
の
外
延
はN

x

で
は
ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
の
に
対
し
、
後
者
に
お

い
て
は
x
の
外
延
はN

x

の
段
階
で
す
で
に
決
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
N
と
い
う
性
質
は
G
と
述
定
さ
れ
る
べ
き
性
質
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
注
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記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
再
び
芸
術
定
義
論
か
ら
例
を
挙
げ
よ
う
。N

x
＆

G
N

の
例
と
し
て
は
、
美
的
性
質
に
よ
っ
て
x
を
特
徴
づ
け
て
か
ら
、
美
的
性
質
と
い
う
も

の
は
文
化
ご
と
に
文
脈
的
に
判
定
さ
れ
る
も
の
だ
と
考
え
る
文
化
相
対
主
義
や
社
会
構
築
主
義
に
よ
る
定
義
が
挙
げ
ら
れ
る
。G

x
＆

N
G

の
例

と
し
て
は
、
ア
ー
ト
ワ
ー
ル
ド
で
特
定
の
役
割
を
認
定
さ
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
x
を
特
徴
づ
け
、
同
時
に
ア
ー
ト
ワ
ー
ル
ド
そ
れ
自
体
が
特
定

の
機
能
的
性
質
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
、
あ
る
い
は
他
の
文
化
実
践
ワ
ー
ル
ド
と
は
異
な
る
固
有
の
内
的
特
徴
を
持
つ
と
す
る
制
度
機
能
説

の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
基
本
的
な
折
衷
主
義
的
定
義
は
、
ク
ラ
ス
タ
ー
的
定
義
（
特
殊
例
と
し
て
連
言
的
定
義
と
選
言
的
定
義
を
含
む
）
、G

（N
x

）、

N

（G
x

）、N
x
＆

G
N

、G
x
＆

N
G

の
五
種
類
で
あ
る
。「
定
義
」
を
め
ぐ
る
理
論
に
限
定
し
な
け
れ
ば
、
一
般
的
に
、
基
本
的
な
折
衷
主
義
的

理
論
は
五
種
類
あ
る
、
と
表
現
す
る
の
が
適
切
だ
ろ
う
。
こ
の
基
本
的
パ
タ
ー
ン
を
さ
ら
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
理
論
的
に
は
い
く
ら
で
も

複
雑
な
理
論
が
構
成
で
き
る
。
た
と
え
ば
、（N

x
＆

G
N

）∨
N

（G
x

）、N

（N
x
∨

G
x

）、G

（
（N

x
＆

G
N

）∨
N

（G
x

））
等
々
、
こ
れ
ら

に
該
当
す
る
理
論
が
実
際
に
説
得
力
を
持
っ
て
提
唱
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
派
生
的
な
パ
タ
ー
ン
は
無
限
に
産
出
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

2
　
対
立
軸
ご
と
の
固
有
論
理

　
こ
こ
ま
で
の
考
察
は
、
N
、
G
と
し
て
内
在
的
性
質
、
外
在
的
性
質
を
想
定
し
、
内
在
主
義
的
理
論
と
外
在
主
義
的
理
論
の
対
立
の
調
停
と
し

て
の
折
衷
主
義
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。
他
の
対
立
軸
に
つ
い
て
も
同
様
の
考
察
が
当
て
は
ま
る
と
は
限
ら
な
い
。
諸
理
論
間
の
最
も
大
き
な
区

別
を
形
成
す
る
認
知
主
義
・
非
認
知
主
義
の
対
立
軸
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
以
下
の
命
題
は
折
衷
的
と
は
言
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
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N
x
∨

G
x

N
x
＆

G
x

　
た
と
え
ば
「
善
」
の
認
知
主
義
的
定
義
と
非
認
知
主
義
的
定
義
を
選
言
で
結
び
つ
け
た
な
ら
、
認
知
主
義
的
定
義
が
優
先
さ
れ
、
非
認
知
主
義

的
な
選
言
肢
は
無
用
と
な
る
だ
ろ
う
。
実
際
の
運
用
で
、
認
知
主
義
的
基
準
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
あ
え
て
非
認
知
主
義
的
な
解
釈
を
採
用
す

る
理
由
が
な
い
か
ら
だ
。
対
し
て
、
両
者
を
連
言
で
結
び
つ
け
た
な
ら
、
全
体
が
非
認
知
主
義
的
に
な
る
こ
と
は
目
に
見
え
て
い
る
。
認
知
主
義

的
基
準
が
非
認
知
主
義
的
理
由
で
解
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
三
値
論
理
学
の
言
葉
で
言
い
直
す
と
わ
か
り
や
す
い
。
真
な

る
文
と
真
理
値
な
し
の
文
を
選
言
で
つ
な
い
だ
な
ら
ば
真
、
連
言
で
つ
な
い
だ
な
ら
ば
真
理
値
な
し
、
と
い
う
の
が
標
準
的
な
付
値
原
則
で
あ
る

（Ł
ukasiew

icz, 1920

）。
当
該
命
題
を
真
と
し
て
提
示
す
る
の
が
認
知
主
義
的
定
義
、
真
理
値
な
し
と
し
て
提
示
す
る
の
が
非
認
知
主
義
的
定
義

で
あ
る
か
ら

）
1
（

、
そ
の
両
者
の
連
言
、
選
言
の
い
ず
れ
も
、
折
衷
主
義
的
に
は
な
ら
ず
、
い
ず
れ
か
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　G

（N
x

）
とN

（G
x

）
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
認
知
主
義
的
定
式
化
が
非
認
知
主
義
的
論
理
に
服
す
る
と
い
う
定
義
に
お
い
て
、
当
然
、

全
体
は
非
認
知
主
義
的
定
義
と
な
る
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
、
非
認
知
主
義
的
定
式
化
が
認
知
主
義
的
論
理
に
服
す
る
と
い
う
定
義
に
お
い
て
は
、

全
体
は
認
知
主
義
的
定
義
と
な
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
二
者
に
つ
い
て
は
連
言
・
選
言
の
場
合
ほ
ど
自
明
で
は
な
い
の
で
、
認
知
主
義
的

功
利
主
義
と
情
緒
主
義
の
組
み
合
わ
せ
で
確
か
め
て
み
よ
う
。

　G

（N
x

）
と
し
て
「〈
x
が
期
待
効
用
を
増
す
場
合
、
x
は
善
で
あ
る
〉」
と
い
う
主
張
は
好
悪
感
情
の
表
現
で
あ
る
」
と
い
う
定
義
を
と
る
と
、

確
か
に
全
体
と
し
て
は
非
認
知
主
義
的
定
義
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
数
多
く
の
規
範
倫
理
原
則
の
中
か
ら
、
義
務
論
理
で
も
な
け
れ
ば
徳
倫

理
学
で
も
な
い
功
利
主
義
的
原
則
を
選
び
出
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
実
質
的
に
は
認
知
主
義
的
立
場
の
明
ら
か
な
主
張
が
表
明
さ
れ
て
い
る
と

言
え
る
。
す
な
わ
ち
、G

（N
x

）
は
実
践
的
に
はN

x

で
あ
る
。
た
だ
し
、
理
論
的
に
はG

が
主
述
語
な
の
で
紛
れ
も
な
くG

x

と
し
て
の
倫
理

観
が
優
越
す
る
。
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次
にN

（G
x

）
と
し
て
「〈
x
が
善
で
あ
る
、
と
い
う
の
は
好
悪
感
情
の
表
現
で
あ
る
〉
」
と
い
う
認
識
が
期
待
効
用
を
増
す
」
と
い
う
定
義

を
と
る
と
、
確
か
に
全
体
と
し
て
は
認
知
主
義
的
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
x
そ
の
も
の
で
は
な
く
非
認
知
主
義
的
自
覚
に
対
す
る
評
価
に
な
っ

て
い
る
点
で
、
実
質
的
に
は
非
認
知
主
義
的
立
場
の
明
ら
か
な
主
張
が
表
明
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、N

（G
x

）
は
実
践
的
に
は

G
x

で
あ
る
。
た
だ
し
、
理
論
的
に
は
紛
れ
も
な
くN

x

と
し
て
の
倫
理
観
に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
て
い
る
。

　N
x
＆

G
N

とG
x
＆

N
G

に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
前
者
は
非
認
知
主
義
、
後
者
は
認
知
主
義
に
落
ち
着
く
。
こ
こ
か
ら
言
え
る
の
は
、

認
知
主
義
と
非
認
知
主
義
に
つ
い
て
は
、
折
衷
主
義
的
調
整
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
多
く
の
場
合
、
折
衷
を
試
み
て
も
、
い
ず
れ
か
の

極
に
吸
引
さ
れ
て
し
ま
う
の
だ
。
対
し
て
、
内
在
主
義
と
外
在
主
義
の
折
衷
が
比
較
的
容
易
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
認
知

主
義
と
非
認
知
主
義
は
、
定
義
項
に
真
理
値
を
認
め
る
か
否
か
と
い
う
根
本
的
な
立
場
の
相
違
に
よ
る
対
立
で
あ
る
た
め
、
そ
の
中
間
に
当
た
る

位
置
が
見
出
せ
な
い
。
内
在
主
義
と
外
在
主
義
の
対
立
の
場
合
は
、
内
在
性
質
、
外
在
性
質
の
区
別
自
体
が
曖
昧
で
あ
り
、
当
該
性
質
を
述
定
さ

れ
る
対
象
の
輪
郭
を
適
度
に
広
げ
る
だ
け
で
外
在
性
質
が
内
在
性
質
に
変
わ
っ
た
り
、
逆
に
対
象
の
輪
郭
を
狭
め
れ
ば
内
在
性
質
が
外
在
性
質
に

変
わ
っ
た
り
す
る
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
た
と
え
ば
先
ほ
ど
例
に
出
し
た
「
意
図
」
を
考
え
て
み
よ
う
。

　G

（N
x

）
の
例
で
あ
る
「
x
が
美
的
性
質
を
持
つ
こ
と
が
制
作
者
に
よ
っ
て
（
主
要
な
目
的
と
し
て
）
意
図
さ
れ
る
」
と
い
う
芸
術
定
義
を
と

ろ
う
。
x
が
額
縁
に
入
っ
た
絵
の
物
理
的
境
界
に
よ
っ
て
輪
郭
付
け
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
定
義
は
紛
れ
も
な
く
外
部
の
意
図
と
い
う
外
在
性

質
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
外
在
主
義
的
定
義
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
対
し
て
、
絵
の
タ
イ
ト
ル
、
象
徴
や
引
喩
か
ら
の
連
想
、
制
作
者
の
名
前
な
ど

を
含
ん
だ
文
化
的
空
間
に
ま
で
x
の
輪
郭
を
広
げ
れ
ば
、
意
図
は
必
ず
し
も
外
部
の
要
因
で
は
な
く
、
内
在
的
に
知
覚
で
き
る
性
質
と
な
り
う
る
。

内
在
主
義
と
外
在
主
義
の
折
衷
に
比
較
的
可
能
性
が
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
も
と
も
と
そ
の
両
極
の
区
別
が
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
く
、
ス
ペ
ク
ト

ル
上
の
相
対
的
な
差
異
と
解
釈
で
き
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。「
意
図
主
義
」「
反
意
図
主
義
」
と
呼
ば
れ
る
解
釈
論
的
両
極
の
中
間
に
、「
仮

想
意
図
主
義
」
の
よ
う
な
折
衷
的
立
場
（Levinson, 1996

）
が
容
易
に
成
立
し
て
い
る
の
は
そ
の
一
つ
の
表
わ
れ
だ
。

　
冒
頭
に
挙
げ
た
他
の
対
立

―
実
在
論
と
反
実
在
論
、
原
子
論
と
全
体
論
、
還
元
主
義
と
反
還
元
主
義
な
ど

―
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
折
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衷
主
義
的
理
論
の
定
式
化
が
ど
れ
ほ
ど
自
然
に
感
じ
ら
れ
る
か
、
あ
る
い
は
本
当
に
折
衷
主
義
的
と
感
じ
ら
れ
る
か
と
い
う
「
折
衷
可
能
性
」
の

度
合
い
は
さ
ま
ざ
ま
だ
ろ
う
。
折
衷
主
義
は
、
極
端
な
立
場
に
比
べ
て
常
識
的
な
説
得
力
を
有
す
る
の
が
普
通
だ
が
、
折
衷
主
義
を
容
易
に
受
け

付
け
な
い
対
立
軸
（
認
知
主
義
と
非
認
知
主
義
の
よ
う
に
）
と
、
容
易
に
受
け
付
け
る
対
立
軸
（
内
在
主
義
と
外
在
主
義
の
よ
う
に
）
と
の
違
い

に
顕
著
に
表
わ
れ
る
よ
う
に
、
折
衷
主
義
の
説
得
力
は
折
衷
そ
の
も
の
の
可
能
性
、
さ
ら
に
は
蓋
然
性
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
。
理
論
の
蓋
然
性

と
説
得
力
を
掛
け
合
わ
せ
た
期
待
効
用
の
値
を
理
論
の
「
信
憑
性
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。
折
衷
結
果
と
し
て
得
ら
れ
る
折
衷
主
義
的
理
論
の

信
憑
性
を
評
定
す
る
た
め
に
は
、
形
式
的
図
式
の
具
体
的
応
用
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
芸
術
定
義
の
問
題
領
域
に
お
い
て
実
際
に
提
案
さ
れ

て
い
る
各
パ
タ
ー
ン
の
折
衷
主
義
的
理
論
を
、
具
体
例
に
即
し
て
次
に
概
観
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

3
　
芸
術
定
義
の
諸
タ
イ
プ

　
ま
ず
、
ク
ラ
ス
タ
ー
的
定
義
の
特
殊
例
で
あ
る
選
言
的
定
義
と
連
言
的
定
義
、
そ
し
て
一
般
形
と
い
う
三
種
類
の
具
体
例
を
見
よ
う
。

　
◎
連
言
的
定
義

　
x
は
芸
術
作
品
で
あ
る 

＝df 

　
（
1
） 

x
は
主
題
を
持
ち
（
x
は
何
か
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
り
）、

　
（
2
） 

そ
の
主
題
に
つ
い
て
あ
る
態
度
・
視
点
を
提
示
し
、

　
（
3
） 

そ
の
提
示
は
修
辞
的
／
隠
喩
的
な
省
略
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、

　
（
4
） 

そ
の
省
略
は
欠
損
を
充
填
す
る
よ
う
（
解
釈
す
る
よ
う
）
鑑
賞
者
の
参
加participation

を
要
求
し
、

　
（
5
） 

x
な
ら
び
に
そ
の
諸
解
釈
は
歴
史
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
文
脈
（
理
論
）
に
依
存
す
る
。
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（D

anto, 1981ch.7

の
趣
旨
をC

arroll, 1993

が
定
式
化
し
た
も
の
。C

arroll, 1993, pp.119, 138

）

　
◎
選
言
的
定
義

　
x
は
t
に
お
い
て
芸
術
で
あ
る
＝df 

　
（
a
） 

x
は 
t 
に
お
け
る
中
心
的
な
芸
術
形
式
の
一
つ
に
属
し
、
か
つ
、 

t 

に
お
い
て
芸
術
が
持
つ
機
能
を
発
揮
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
図
で

作
ら
れ
て
い
る

　
　
ま
た
は
、

　
（
b
） 

x
は
そ
う
し
た
機
能
を
極
め
て
高
い
程
度
で
発
揮
す
る
人
工
物
で
あ
る

　
（Stecker, 1997, p.50

）

　
◎
一
般
的
ク
ラ
ス
タ
ー
定
義

　
（
こ
の
タ
イ
プ
は
「
必
要
十
分
条
件
を
特
定
す
る
定
義
」
と
し
て
は
具
体
的
事
例
が
存
在
し
な
い
が
、
そ
れ
に
最
も
近
い
も
の
と
し
て

Longw
orth &

 Scarantino, 2010, p.163

を
左
に
掲
げ
る
）

　
〈
芸
術
で
あ
る
こ
と
〉
の
必
要
十
分
条
件
が
〈
Z
で
あ
る
こ
と
ま
た
は
Y
で
あ
る
こ
と
〉
と
い
う
よ
う
な
Z
、
Y
が
存
在
し
、（
ⅰ
）
Z
と
Y

は
空
で
な
い
連
言
（
た
と
え
ば
「
P
か
つ
Q
か
つ
R
」）
あ
る
い
は
連
言
の
空
で
な
い
選
言
（
た
と
え
ば
「
『
Q
か
つ
R
か
つ
S
か
つ
T
』
ま
た
は

『
P
か
つ
Q
か
つ
W
』
ま
た
は
…
」）
で
あ
る
。（
ⅱ
）
正
確
に
ど
の
選
言
肢
が
十
分
条
件
な
の
か
に
つ
い
て
は
、
非
決
定
性
が
あ
る
。（
ⅲ
）
Z
は

Y
を
含
意
せ
ず
、
Y
は
Z
を
含
意
し
な
い
。（
ⅳ
）
Z
は
芸
術
を
含
意
せ
ず
、
Y
は
芸
術
を
含
意
し
な
い
。

　
こ
の
三
つ
を
比
べ
る
と
、
連
言
的
定
義
は
該
当
す
る
対
象
の
外
延
が
狭
す
ぎ
、
選
言
的
定
義
は
外
延
が
広
す
ぎ
る
と
い
う
欠
点
が
あ
る
。
連
言
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的
定
義
で
は
、「
主
題
」「
視
点
」「
省
略
」「
参
加
」
な
ど
の
語
の
意
味
を
よ
ほ
ど
広
く
と
ら
な
い
と
、
五
項
目
す
べ
て
を
満
た
す
対
象
は
い
わ
ゆ

る
芸
術
作
品
の
ほ
ん
の
一
部
に
な
っ
て
し
ま
う
。
対
し
て
選
言
的
定
義
は
、（
b
）
に
よ
れ
ば
都
市
の
夜
景
の
よ
う
な
も
の
も
無
条
件
で
芸
術
に

な
り
か
ね
な
い
が
、
そ
れ
は
定
義
と
し
て
広
す
ぎ
る
。
連
言
と
選
言
を
組
み
合
わ
せ
た
一
般
的
ク
ラ
ス
タ
ー
定
義
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、
そ
の
複

雑
さ
を
補
っ
て
信
憑
性
を
確
保
す
る
た
め
の
項
目
（
ⅱ
）
が
、
定
義
と
し
て
求
め
ら
れ
る
最
低
限
の
形
式
か
ら
の
逸
脱
を
示
し
て
い
る
。
一
般
形

の
中
で
最
も
よ
く
知
ら
れ
た
こ
の
定
義
が
必
要
十
分
条
件
の
特
定
に
至
っ
て
い
な
い
事
実
は
、
ク
ラ
ス
タ
ー
説
の
方
向
で
の
折
衷
主
義
的
定
義
は

不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
次
に
、
内
在
主
義
的
命
題
に
外
在
主
義
的
演
算
子
を
か
ぶ
せ
るG

（N
x

）
タ
イ
プ
、
外
在
主
義
的
命
題
に
内
在
主
義
的
演
算
子
を
か
ぶ
せ
る

N

（G
x

）
タ
イ
プ
を
見
よ
う
。

　G

（N
x

）
タ
イ
プ

　
x
は
芸
術
作
品
で
あ
る 

＝df

　
x
は
美
的
関
心
を
充
足
さ
せ
る
よ
う
な
性
能
を
与
え
る
（
主
要
な
）
意
図
を
も
っ
て
作
ら
れ
た
物
事
で
あ
る
。
（B

eardsley, 1983, p.21

）

　
x
は
芸
術
作
品
で
あ
る
＝df

　

　
適
切
な
素
養
を
持
つ
人
々
に
よ
っ
て
、
一
つ
以
上
の
側
面
に
沿
っ
て
、
先
行
す
る
諸
芸
術
作
品
に
顕
示
さ
れ
た
過
去
ま
た
は
現
在
の
一
般
様
式

ま
た
は
一
般
諸
様
式
と
x
が
繋
が
り
を
つ
け
ら
れ
う
る
。
繋
が
りlinkage

を
つ
け
る
方
法
は
、
反
復
、
増
強
、
否
認
、
総
合
、
再
解
釈
、
維
持
、

歪
曲
、
拡
張
、
再
構
築
、
活
性
化
、
根
底
的
再
解
釈
な
ど
、
限
り
が
な
い
。（C

arney, 1991, pp.273-274

）

　N

（G
x

）
タ
イ
プ

　
x
は
芸
術
作
品
で
あ
る
＝df
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x
と
類
似
非
芸
術
と
の
間
の
相
違
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
視
で
志
向
的
・
象
徴
的
な
も
の
で
あ
れ
、
当
代
の
政
治
的
経
済
の
物
理
的
条
件
の
中
に

深
く
根
差
し
た
制
度
的
承
認
を
通
し
て
客
観
的
に
自
ら
を
顕
示
す
る
。（K

leinm
ichel, 2019, p.227

）

　G

（N
x

）
タ
イ
プ
と
し
て
掲
げ
た
二
つ
の
芸
術
定
義
の
う
ち
第
一
の
も
の
で
は
、
内
在
的
な
美
的
性
質
を
持
つ
こ
と
を
「
制
作
者
が
意
図
す
る
」

と
い
う
具
合
に
、
内
在
性
質
が
外
在
的
関
係
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
る
。「
意
図
」
が
制
作
者
の
伝
記
的
情
報
ま
で
を
裏
付
け
と
し
て
要
求
す
る
よ

う
な
現
実
意
図
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
芸
術
定
義
は
外
在
主
義
の
極
に
近
づ
き
、
作
品
の
特
徴
と
し
て
自
ず
と
現
わ
れ
る
よ
う
な
も

の
だ
と
解
釈
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
芸
術
定
義
は
内
在
主
義
の
極
に
近
づ
く
。

　G

（N
x

）
タ
イ
プ
と
し
て
掲
げ
た
第
二
の
カ
ー
ニ
ー
の
定
義
は
、
そ
の
趣
旨
を
次
の
よ
う
に
書
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。「
x
は
芸
術
作

品
で
あ
る
　
＝df

　
x
の
内
在
的
性
質
を
、
先
行
す
る
諸
芸
術
作
品
と
の
関
係
に
お
い
て
一
般
様
式
と
の
繋
が
り
で
歴
史
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

こ
れ
を
さ
ら
に
言
い
換
え
れ
ば
、「
x
の
内
在
的
性
質
は
歴
史
的
文
脈
へ
組
み
込
む
こ
と
が
で
き
る
」「
x
の
内
在
的
性
質
が
制
度
的
承
認
を
受
け

る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
言
い
回
し
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
ま
さ
に
内
在
性
質
を
外
在
的
に
認
知
さ
れ
た
も
の
へ
変
換
す
る
手
続
き
に

よ
る
芸
術
定
義
で
あ
り
、「
制
度
的
承
認
」
を
「
制
作
者
の
意
図
の
周
知
」
に
置
き
換
え
れ
ば
、
第
一
の
ビ
ア
ズ
リ
ー
の
意
図
主
義
的
機
能
主
義

と
同
じ
定
義
が
得
ら
れ
る
。

　N

（G
x

）
タ
イ
プ
は
ど
う
か
。
こ
の
一
節
は
も
と
も
と
芸
術
定
義
と
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
社
会
実
践
的
芸
術
を
芸
術
的
社
会
実

践
と
区
別
す
る
基
準
を
述
べ
た
論
説
の
一
部
を
芸
術
定
義
風
に
私
が
書
き
換
え
た
も
の
で
あ
る
。
簡
単
に
言
う
と
こ
の
立
場
は
、
「
制
度
的
に
芸

術
と
さ
れ
る
も
の
は
、
そ
の
芸
術
的
承
認
が
必
ず
や
物
理
的
内
在
性
質
と
し
て
反
映
さ
れ
、
知
覚
さ
れ
る
も
の
だ
」
と
い
う
芸
術
観
に
他
な
ら
な

い
。
こ
れ
は
外
在
性
質
に
よ
る
論
理
的
な
特
徴
づ
け
に
経
験
的
な
内
在
性
質
を
結
び
付
け
る
タ
イ
プ
の
定
義
で
あ
り
、
論
理
的
定
義
の
面
と
経
験

的
探
究
の
面
の
両
方
か
ら
吟
味
さ
れ
る
べ
き
立
場
と
言
え
る
。
歴
史
的
継
承
で
芸
術
を
外
在
主
義
的
に
定
義
し
て
お
い
て
、
遡
行
し
た
原
点
に
美

的
意
図
に
よ
る
扱
い
を
設
定
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
歴
史
主
義
的
定
義
（Levinson, 1979, D

avies, 2000

）
も
同
じ
類
型
に
属
す
る
だ
ろ
う
。
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こ
の
二
種
の
芸
術
定
義
は
外
見
的
に
全
く
異
な
り
、
内
容
的
に
も
対
照
的
で
あ
る
。G

（N
x

）
タ
イ
プ
は
「
x
は
特
定
の
内
在
性
質
を
持
つ
と

い
う
こ
と
に
外
在
的
認
定
を
受
け
る
」、N

（G
x

）
タ
イ
プ
は
「
x
は
特
定
の
外
在
性
質
を
持
つ
と
い
う
こ
と
が
内
在
性
質
に
反
映
さ
れ
る
、
あ

る
い
は
内
在
性
質
で
基
礎
づ
け
ら
れ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
前
者
は
特
定
の
内
在
性
質
が
定
義
的
外
在
性
質
の
必
要
条
件
、
後
者
は
特
定
の

外
在
性
質
が
定
義
的
内
在
性
質
の
必
要
条
件
と
い
う
、
双
対
の
関
係
に
な
っ
て
い
る
。
当
該
定
義
に
当
て
は
ま
る
対
象
の
外
延
が
異
な
る
こ
と
も

明
ら
か
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
こ
れ
は
美
的
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
「
意
図
す
る
」
と
い
う
よ
う
な
肯
定
的
扱
い
で
は
な
く
「
疑
問
視
さ
せ
る
」

「
問
い
か
け
る
」
と
い
う
半
ば
否
定
的
な
扱
い
を
外
在
性
質
と
し
て
与
え
ら
れ
た
類
の
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
ア
ー
ト
の
場
合
、G

（N
x

）
タ
イ
プ

に
は
当
て
は
ま
っ
て
もN
（G

x
）
に
は
必
ず
し
も
当
て
は
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
。
芸
術
性
が
内
在
的
に
反
映
さ
れ
な
い
こ
と
こ
そ
が
そ
の
種
の
作

品
の
狙
い
な
の
だ
か
ら

）
2
（

。

　
次
に
、
残
る
二
つ
の
タ
イ
プ
を
見
よ
う
。

　N
x
＆

G
N

タ
イ
プ

　
x
は
芸
術
作
品
で
あ
る
＝df

　
x
は
、
あ
る
側
面
（
経
済
的
、
政
治
的
、
法
的
、
社
会
的
・
・
・
）
に
お
い
て
体
系
的
に
審
美
化
さ
れ
て
お
り
、
x
は
文
化
圏
y
の
規
範
・
価

値
観
に
沿
う
形
で
、
当
該
審
美
化
の
対
象
と
し
て
印
づ
け
ら
れ
て
い
る
。（H

aslanger, 2003, pp.6–7

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
定
義
を
一
般
文
化
論
の

語
彙
へ
変
換
し
た
も
の
）

　G
x
＆

N
G

タ
イ
プ

　
x
は
芸
術
作
品
で
あ
る
＝df

　
ア
ー
ト
ワ
ー
ル
ド
と
芸
術
実
践
の
機
能
は
、
美
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す
こ
と
で
あ
り
、
x
は
鑑
賞
を
も
た
ら
す
性
能
を
有
す
る
程
度
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に
応
じ
て
良
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（Isem

inger, 2004, p.23

）

　N
x
＆

G
N

タ
イ
プ
の
例
と
し
て
挙
げ
た
文
化
相
対
主
義
的
定
義
は
、
内
在
的
な
美
的
性
質
で
x
を
定
義
し
、
そ
の
内
在
性
質
が
実
は
外
在
的

関
係
で
条
件
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
規
定
す
る
。G

x
＆

N
G

タ
イ
プ
の
例
と
し
て
挙
げ
た
制
度
機
能
説
は
、
外
在
的
な
ア
ー
ト
ワ
ー

ル
ド
の
構
成
要
素
と
し
て
x
を
導
入
し
つ
つ
、
ア
ー
ト
ワ
ー
ル
ド
の
内
在
的
機
能
を
他
の
文
化
実
践
と
の
対
比
に
お
い
て
規
定
す
る
。

　
文
化
相
対
主
義
的
定
義
で
は
ア
ー
ト
ワ
ー
ル
ド
が
複
数
想
定
さ
れ
、
制
度
機
能
説
で
は
ア
ー
ト
ワ
ー
ル
ド
が
一
つ
だ
け
の
よ
う
に
読
め
る
が
、

実
は
と
も
に
ど
ち
ら
で
も
よ
い
。「
文
化
圏
」
が
た
だ
一
つ
で
あ
る
よ
う
な
特
殊
な
場
合
（
普
遍
主
義
的
解
釈
）
も
文
化
相
対
主
義
は
包
括
し
て

い
る
し
、
他
方
、
ア
ー
ト
ワ
ー
ル
ド
が
美
的
機
能
を
共
有
す
る
複
数
の
ア
ー
ト
ワ
ー
ル
ド
シ
ス
テ
ム
か
ら
成
る
も
の
と
し
て
制
度
機
能
説
を
読
む

こ
と
も
十
分
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
両
者
の
間
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。G

x
＆

N
G

タ
イ
プ
の
内
在
性
質
は
、
作
品
に
直
接
顕
示
さ

れ
る
よ
う
な
性
質
で
は
な
い
。N

x
＆

G
N

タ
イ
プ
で
芸
術
認
定
さ
れ
る
作
品
は
、
文
化
的
に
相
対
化
さ
れ
た
意
味
付
け
を
与
え
ら
れ
る
に
せ
よ
、

何
ら
か
の
内
在
的
性
質
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
確
か
に
折
衷
的
と
は
い
えN

x
＆

G
N

タ
イ
プ
は
明
ら
か
に
内
在
主
義
的
で

あ
り
、G

x
＆

N
G

タ
イ
プ
は
外
在
主
義
的
な
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
ま
で
概
観
し
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
同
型
構
造
を
持
つ
芸
術
定
義
タ
イ
プ
の
ペ
ア
は
、
折
衷
主
義
の
名
の
通
り
内
在
主
義
と
外
在
主

義
と
い
う
両
極
端
の
中
間
的
立
場
を
具
体
化
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
も
の
の
、
互
い
に
接
近
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
折
衷
主
義
は
収

束
す
る
の
で
は
な
く
、
発
散
し
、
多
様
化
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
発
散
と
い
う
の
は
、
折
衷
主
義
的
理
論
ど
う
し
の
差
異
が

元
の
両
極
端
の
立
場
ど
う
し
の
差
異
よ
り
拡
大
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
す
で
に
折
衷
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
更
な
る
互
い
の
折
衷
の
仕
方
が

見
通
し
に
く
く
、
見
か
け
の
異
質
性
が
際
立
つ
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
元
の
極
端
な
純
粋
形
理
論
が
別
々
に
有
し
て
い
た
内
在
性
と
外
在
性
の
差

異
を
、
折
衷
主
義
理
論
は
各
々
の
中
に
内
在
化
さ
せ
て
い
る
た
め
に
、
互
い
の
異
質
性
が
結
晶
し
不
可
逆
的
に
分
岐
す
る
よ
う
に
見
え
る
の
だ
。

　
以
上
の
こ
と
は
、
内
在
主
義
・
外
在
主
義
の
よ
う
な
折
衷
主
義
が
成
立
し
や
す
い
対
立
軸
に
お
け
る
観
察
で
あ
り
、
も
し
も
認
知
主
義
・
非
認
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知
主
義
の
よ
う
な
折
衷
主
義
の
成
立
困
難
な
対
立
軸
に
お
い
て
折
衷
主
義
的
理
論
が
成
立
す
る
と
す
れ
ば
、
発
散
・
多
様
化
よ
り
も
収
束
す
る
傾

向
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
困
難
の
達
成
ル
ー
ト
に
は
、
互
換
性
の
な
い
解
決
が
何
通
り
も
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
収
束
性
に
応
じ
て
、
折
衷
主
義
的
理
論
は
本
来
の
強
力
な
説
得
力
を
示
す
に
違
い
な
い
。

　
本
稿
で
の
確
認
は
大
ま
か
な
も
の
に
す
ぎ
ず
、
芸
術
定
義
論
に
お
け
る
折
衷
主
義
的
理
論
の
可
能
な
す
べ
て
の
タ
イ
プ
が
網
羅
さ
れ
て
は
い
な

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
、
旧
来
の
理
論
か
ら
新
し
い
理
論
が
生
ま
れ
る
論
理
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
応
じ
た
既
成
諸
理
論
お
よ
び
新
し
い

諸
理
論
の
評
価
法
に
一
定
の
見
通
し
を
与
え
る
に
は
、
部
分
的
で
あ
れ
「
折
衷
主
義
」
の
生
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
と
、
生
成
さ
れ
た
諸
理
論
間

の
相
互
関
係
の
評
定
が
望
ま
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
、
折
衷
主
義
的
立
場
の
分
類
の
方
針
案
と
、
折
衷
結
果
の
収
束
・
発
散
の
様
態

へ
の
注
目
の
重
要
性
が
、
本
稿
の
予
備
的
確
認
作
業
に
よ
り
示
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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註

 

（
1
） 

非
認
知
主
義
的
定
式
化
は
、
一
定
の
文
に
真
理
値
が
な
い
と
い
う
記
述
が
真
で
あ
る
、
と
い
う
提
示
法
に
則
っ
て
お
り
、
メ
タ
レ
ベ
ル
で
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は
認
知
主
義
的
に
な
る
が
、
三
値
論
理
的
解
釈
を
行
な
っ
た
と
き
の
付
値
の
規
則
に
は
影
響
し
な
い
。

（
2
） 
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
『
泉
』
の
よ
う
な
シ
ン
プ
ル
な
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
作
品
の
場
合
は
、
「
展
示
」
と
い
う
形
を
と
る
こ
と
で
芸
術
的
外
在

性
質
が
内
在
性
質
に
反
映
さ
れ
て
い
る
が
、
展
覧
会
場
に
依
存
し
な
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
作
品
の
場
合
は
芸
術
ら
し
さ
を
全
く
示
さ
な
い

作
品
事
例
は
少
な
く
な
い
。




